
制御用データ ネットワーク

生産工場やプラントの,プロセス制

御用の計算機制御システムでは,/ト形

専用の計算機や端末装置を設備機械に

近接したり,装置組込みにしたり して

業務との舘岩を図り,高速の応答性を

得ることが望まれている｡しかし,同

時に-･‾方では,ファイルの統合､管理

連用の面からは,センターに集中する

ことが要望されている｡

HIDIC80ネットワーク システム,す

なわちDistributed Process ControI

System(以下,DPCSと略す)は,こ

のような問題を解決するために開発さ

れた｡

DPCSに用いられるHIDIC80,HIDIC

O8のr山j計算機は,もちろん単独でも使

用されるが,DPCSにおいては図1に

示すように他の端末機などとルMプニ状

の高速†云迷路DFW(Data Free Way)

によってネ､ソトワーク化され,処上里の

分散,ファイルの才処点集中を実現し,

更にデータの流.通,プログラムの卜位

機種による集中作成などのいわゆるネ

ットワーク機能により,分散の利点を

維持しながら,集中の利点も生かし,
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システムの統でナ的大形化,Jム域化及び

トータル化に応じようというものであるく､

DPCS開発には,技術的背景として

マイクロ コンビュ【タとメモリに代表

されるLSI技術,高速イ去送技術の発達､

更に最近のネットワーク指向のソフト

ウェア体系的な考え.方があり,これら

の要因を活用して構成したネットワー

ク ソフトウェアが,今Ⅰ司の開発の主体

をなLている｡

次にDPCScり特長を列挙しよう｡

(1)HIDIC80とHIDIC O8はファミリー

この二つは親了-として同一思想で設

計されており,アセンブラ レベルでの

命･令及び人出カインタフェースで子と換

竹三を持っている｡

(2)プログラム開発の一元化

HIDIC80,HIDIC O8共通にアセン

ブラ/高弟政利御用言語PCLを使用でき,

しかもHIDIC 80でアセンブル/コンパ

イル,更にHIDIC O8にリモート ロー

ドなどが可能である｡

(3)ユMザ】は,HIDIC80単独のシ

ステムと同一仕様と考えて,ネットワ

Ⅶク システム内の計算機のⅠ/0やタス
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図1ネットワークの構成

濁

クを制御できる｡

(4)論理回線によるメッセージの流通

図2に示すように,ユーザ【のアプ

リケーション タスク間に仮想的な伝送

路(論理回線)を定義し,ユーザMはこ

れだけを意識して使用できるうえに,

更にシステムの変更,拡張などにも実

際の装置構成を独立して考えられるも

のとしてある｡

(5)信束則隼の向上(RAS)

切替,構成芦別御によるネットワーク

的な信束副生が可能で,分散の特長を生

かしてある｡

本システムは製鉄所,自動車工場､

プラント,その他に丘こく用途があるが,

ノト後,二t場E D P(Electronic Data

Processing)システムなどとも寸妾続さ

れ,総fナネットワⅥクが形成されれば

データの交流が実現し,′受注から生産,

出荷に二至る一一貫Lたオートメーショ ン

に発展する可能件を蔵しており,更に

ラボラトリ オートメーションにも広く

応用の道が開かれるものと期待される｡
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注:一--論理回線

(b)ユーザータスク1からみたときの世界

図2 論理回線の実現とRAS




